
 

Instructions for use

Title 明治十年代の内國貿易(一)

Author(s) 山口, 和雄

Citation 北海道大學　經濟學研究, 2, 23-57

Issue Date 1952

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/30982

Type bulletin (article)

File Information 2_P23-57.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


紘一九八七六五間三二二一応O 、、、、、、、、、

、九関東i[[凶 1[1 1[1 ~七\j[
~I:; j芋

明

治

十

年

代

ii手外1)，¥[討;j {;J!i; p>! 11お II~ 11主北

i立がなf.I五f，lI~ 1，\互 iぱ IM~ I/，五lM~ 1，¥色
，-也、

))A 

ヰよ
171ft 
) 

来世
が?

ji)1 

ヲど

tネ
久
間
切

y
s
b
旧
灯
台
刀
手
ニ
ケ

-〆
J

J

t

〉{一寸
1
ノ

i

k
チ
ん

け
、
商
品
の
流
油
凶
が
領
閥
的
・
地
方
的

徳
川
時

CJ) 

内

閣

貿

易

(ー)

バ
μ

不11

口

経A

23 

な
範
川
凶
命
w

」
え
て
全
図
的
規
模
に
ま
で
錨
大
す
る
に
い



明
治
十
年
代
の
山
門
同
貿
易
け

/11 
u 

た
つ
に
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
史
家
の
指
抑
せ
ゐ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
そ
の
究
館
如
何
と
い
う
に
、
そ
の
詳
細
は
必

ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
恭
子
の
統
計
託
料
ち
あ
げ
ら
れ
て
一
艇
の
こ
と
は
あ

き
ら
か
で
あ
る
が
、
金
閥
的
調
査
に
も
と
づ
く
詳
細
な
考
察
は
み
一
く
な
い
の
で
あ
り
心
。

本
梢
は
明
治
十
年
代
の
調
究
資
料
に
よ
っ
て
こ
の
結
の
研
究
会
行
う
と
す
ゐ
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
明
治
十
年
代
や
ヌ
ら
ん
花
か
と
い
え

ば
も
こ
の
時
期
に
な
っ
て
は
じ
め
て
各
府
抑
制
に
お
け
ゐ
、
主
要
港
前
の
輪
山
内
入
の
欣
強
含
奈
川
内
に
わ
に
り
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
あ
ゐ

Q

隙
上
交
日
拐
の
紋
態
は
あ
き
ら
か
で
な
い
が
、
制
刊
誌
が
ほ
と
ん
ど
護
法
し
て
い
な
か
っ
士
宮
時
に
あ
っ
て
は
、
貨
物
の
、
モ
嬰

部
分
が
海
上
輸
送
に
依
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
か
t

ふ
る
鮎
か
ら
み
て
、
内
附
貿
易
の
以
出
udq
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
官
時
と

し
て
は
、
尚
口
間
流
通
の
状
態
や
或
程
度
あ
き
ら
か
に
す
ら
こ
と
と
な
る
の
で
あ
り
の
。

と
こ
み
で
、
明
治
十
年
代
の
内
同
貿
易
に
闘
す
ゐ
調
布
↑
託
料
と
し
て
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
開
拓
佼
に
よ
っ
て
明
治
十
二
年
か
ら
十

五
年
に
か
け
公
刊
さ
れ
た
つ
一
府
内
総
釆
官
報
交

h

「
東
北
諸
港
報
台
市
Juh
「
州
市
沼
地
報
台
ー
と
の
一
一
一
判
仙
台
告
で
あ
?
0
0

こ
れ
ら
は

い
づ
れ
も
開
拓
伎
の
役
人
が
長
官
の
命
沿
う
け
て
東
北
、
北
陸
、
同
併
の
、
王
嬰
な
港
に
出
張
し
、
各
港
に
お
け
ら
北
海
辺
物
路
の
出
入
の

欣
態
な
詳
細
に
謝
究
の
上
復
命
し
に
も
の
で
め
ら
が
、
同
時
に
こ
れ
ら
は
、
単
に
北
海
辺
物
斑
の
摘
出
入
の
み
で
な
く
、
各
港
に
お
け
る
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会
輸
出
入
の
状
態
在
も
あ
わ
せ
調
去
し
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
絢
な
統
計
資
料
や
も
報
ル
十
け
し
て
お
ゐ
。

阪
・
滋
賀
・
石
川
(
今
の
お
山
一
楠
井
冶
ふ
く
む
〉

9

れ
印
刷
悦
(
今
の
鳥
取
そ
ふ
く
む
)
山
け
の

は
青
森
・
山
羽
子
@
宮
城
・
秋
田
・
山
形
・
羽
山
・
茨
城
の
七
鯨
に
つ
き
、

-

A

佼
妓
(
A

叫
す
の
谷
川
鯨
沿
ふ
く
む
〉

「
二
府
内
鯨
釆
究
報
交
」
は
、
京
都
@
大

府
内
線
に
つ
き
、

「
東
北
諸
地
報
合
止
に

{
丹
市
諸
地
担
先
立
と
は
大
阪
・
兵
応
@
待
品
(
今
の
杏
川
牒

@
同
山
・
山
間
品
・
山
口
・
一
耐
制
@
長
崎
・
百
制
作
庁
の
十
燃
に
つ
き
犬
-N

調
官
官
せ
る
ち
の
で

あ
ゐ
。
に
H
A

、
東
海
省
関
東
の
柄
地
区
及
び
九
州
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
北
海
泣
と
の
関
係
が
比
域
的
稀
点
、
た
っ
た
た
め
か
、
調
布
拭
け
は
も

ル
}
ふ
く
む
〉

派
泣
き
れ
ず
従
っ
て
以
丹
羽
も
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。



い
ま
一
つ
一
必
要
な
調
夜
資
料
は
府
牒
統
計
書
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
府
牒
統
計
者
は
、
帝
関
統
計
年
鑑
の
基
礎
と
な
る
各
府
牒
の

統
計
書
で
あ
っ
て
、
各
府
燃
と
も
明
治
十
二
年
乃
五
十
五
年
頃
か
ら
公
刊
さ
れ
、

そ
の
中
に
は
間
々

な
託
料
が
ふ
く
ま
れ
て
お
る

が
ョ
そ
の
一
つ
に
各
港
輸
出
入
調
夜
、
が
あ
ゐ
。
久
日
府
燃
下
の
、
モ
嬰
港
内
に
つ
き
輸
出
入
額
、
輪
出
入
品
、
出
入
船
舶
な
ど
そ
記
し
土
統
計

資
料
で
、
日
T

い
牒
で
は
明
治
十
二
一
一
一
年
か
ら
、
お
そ
い
と
こ
ろ
で
も
十
五
六
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
明
治
十
八
九
年
頃
ま
で
調
盗
が
機
読
し

た
が
、
そ
れ
以
後
は
な
く
な
っ
て
お
ろ
。
も
っ
と
も
、
こ
の
和
の
調
夜
が
す
べ
て
の
府
腕
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
中
に
は
行
わ
ぬ
腕

も
若
干
存
在
し
に
が
、
大
多
数
の
府
燃
が
行
っ
て
お
る
の
で
あ
っ
て
、
前
の
開
拓
使
の
一
二
報
本
日
書
と
な
ら
ん
で
内
問
貿
易
に
闘
す
る
迂
翠

な
託
料
で
あ
る
。
な
お
、
第
二
回
、
第
三
回
、
第
四
回
帝
関
統
計
年
鑑
(
明
治
十
四
年
、
十
五
日
明
γ

‘
十
六
年
〉
に
は
府
牒
統
計
詳
の
結
果

が
極
め
て
婆
約
さ
れ
た
形
で
、
「
港
町
河
岸
場
出
入
締
舶
及
物
品
慣
額
」
と
し
て
載
っ
て
お
る
。
府
鯨
統
計
存
に
は
欠
除
し
、
こ
の
方
に

載
っ
て
お
る
も
の
も
あ
り
、
仲
ポ
エ
i

の
参
考
と
な
る
。

開
拓
使
の
一
一
一
報
台
さ
も
明
治
十
年
代
の
各
府
鯨
の
統
計
書
も
今
日
で
は
葬
易
に
入
手
し
が
に
、

な
文
献
託
料
で
あ
る
が
、

ち

-25 

一
二
報
告
書
は
も
ち
ろ
ん
、
府
間
刷
統
計

3
3ら
そ
の
大
部
分
身
蒐
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
明
治
十
年
代
の
内
問
貿
易

の
資
騰
、
そ
あ
き
ら
か
に
し
、
関
内
市
場
の
特
徴
や
把
川
判
し
よ
う
と
し
た
火
第
で
あ
る
。

東

北

isf r:lg 

芸奈

鯨

「
東
北
諸
港
報
告
書
」
中
、
青
森
臓
の
筒
所
に
は
青
森
・
深
浦
・
陪
ケ
禅
・
十
一
一
一
・
野
港
地
・
大
出
・
川
内
・
大
澗
@
鮫
及
決
・
大
畑

の
十
躍
の
輪
出
入
額
が
掲
示
し
て
あ
る
。
ま
ず
そ
れ
を
示
す
と
第
一
表
の
如
く
で
あ
っ
て
‘
青
森
・
陪
ヶ
洋
@
野
盆
地
・
鮫
及
淡
の
同
港

終
山
倒
的
学
研
究
一
一
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1

61712，91911，2271 角的 WF; 
111 内 ?I ?I ?I ?I 7，8701 8，036i 
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/ f!校 178，346; 63，2641 209，7男:240，7851 21 1 /~69: 598，7兜|
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大焔 ?I ?I ?I ?I 15，日ラ 20，9421

4札 02814帆 9β 耐 ，2幻iラ久 656，兜矧4矢9引31，ρ川川O師飢ラ列I1円1，朔 ，パi“6
問3蒜拓Z訂i1伏史t封編j五踊i司rifJ見京4以i北i議議4託港{佳E計?級且{行i守I'吟ヰ則J(1切列t治台十三三三f引:苛jο)2辺27一4匂20

nにより作成

合計

i的考

が
主
要
輸
出
入
港
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
表
記
の
合
計

額
や
以
て
直
ち
に
青
森
牒
の
港
抑
制
河
岸
か
ら
の
輸
出
入
額
の
全
部
と

み
な
す
市
」
と
が
で
き
る
か
刊
誌
問
題
で
あ
る
が
、

「
第
聞
け
統
計
年
鑑
」

に
明
治
十
六
年
度
青
森
綜
輸
出
入
額
と
し
て
弐
の
ご
と
く
記
し
て
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
み
ゐ
と
(
第
ニ
炎
)
、
ま
ず
全
輸
出
入
額
と
み
な
し

て
大
過
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

明治16¥1'，青森1際、輸出入獄表(江，2'1<) 

撚内向 j~~ 除 :u紙|総入制;

::，!1'禄滋 307，16ラ 359，071

鮫宇lJi1 270，2111 3ラ2，099

j吾ケ i'j!，滋 106，6251 34，449 

~(:1也十三ケ所 1 1吾1，6891 83，924 

835，690i 829，543 

11 /Iぇ'rW[!'14鈴川総μ1'"1'，宝珠262-

263t( 

計ムノ、

" 

が
叫
に
輸
出
入
口
m
で
あ
る

が
、
つ
東
北
諸
港
報
合
計
百
」

は
表
記
の
十
階
に
つ
き
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々
詳
細
な
輪
出
入
物
品
表

や
掲
げ
て
お
る
。
こ
れ
ら

や
み
み
と
、
す
で
に
各
組

の
物
資
が
商
品
と
し
て
轍

M
t
J
 

刊明

山
内
入
さ
れ
て
い
た
ヲ
」
と
が

み
に
青
森
港
ゆ
ぞ
み
る
に
、
間
借
で
は
明
治
十
年
の
輸
出
品
問
十
六
組
、
輸
入
品
九
十
五
相
、
十
二
年
に
は
輸
出
品
五
十
七
組
、
輸
入
品
訂

わ
か
る
の
で
あ
っ
て
、
試

三
十
六
種
に
及
ん
で
お
る
。
こ
れ
ら
の
愉
出
入
高
冶
一
々
潜
別
に
示
す
こ
と
は
紙
一
悩
の
関
係
上
到
底
で
き
ぬ
の
で
、
重
要
輸
出
入
口
問
に
つ

き
、
し
か
も
諸
港
の
数
字
必
叫
経
理
合
計
し
た
表
ぞ
作
成
し
た
。
ま
ず
輸
出
品
に
つ
い
て
み
ゐ
と
第
一
ニ
炎
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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日7，289石I281 

29，162石

207，97411 
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5111if} 

10，049来

371汰1
18，9301¥三}
2，700斤j

155，301*1 
104，544)(. 

453得

34，760:c:t 
守

72，865 

13，442 

3Jii! 

19，200 

5，636 
5，577 

107，763 

2， 4401't1 
3，10011 ) 

34，ラ211fi::)

4，051* I 

2，000:c:t ; 
721品}I

27，197f，1':j 

青森i孫輪出品表(気n表)

11 ?会明

17，ラ23斤

52，125束

52，828丸

437熔

22，083J;t 

守

61，ラ30

20，422 

九叫

3， I34i 

1，9851 

4，5941 

5，7521 
2，761 

5，823 

1，191 

名

主主

仁3
口11

米

大

味

終
誠
倒
率
研
究
二

月守

~~1 

和52

鰯

子

切 i色イ!i

12，980斤

23，489来

94，727丸

1 69，f'd: 

6，262:c:t 
? 

1)~î 古手鼠

慈

~織

漆

飴

材

Jt 

981，0ラ1661 

木

イ虫

合計

似i考 DI，[;j七議港線f5・}~J 227-420TIiこより作成

部
ち
.
米
・
大
一
段
・
鰯
粕
が
重
姿
輸
出
口
問

で
、
こ
の
一
一
一
品
で
金
輸
出
舗
の
七
割
〈
十
年

十
一
年
〉
乃
至
五
割
近
く
〈
十
二
年
)

h

q

占

め
、
な
か
ん
づ
く
米
は
金
醐
胞
の
五
割
乃
五
一
一
一

割
必
し
め
て
お
る
。

し
か
も
輸
出
米
の
ほ
と

ん
ど
大
部
分
が
北
海
道
に
向
け
輪
出
さ
れ
て

い
に
の
で
あ
っ
て
、
試
み
に
明
治
十
年
在
と

っ
て
み
る
と
北
海
道
向
け
の
米
輪
出
荷
は
六

1r~ 4表

f然h皮内 I'総険山布!百分 i比b:
i 米|耽防

l大 瓦 I39，.8部ラ究2石i 2辺2，ラ36石机 56.日『i 
耐倣f江i才考予 Iり)Ij生iセ三j成j愛宏，'，山'，':j禽1川2ωiは土角浴3ニ二二統 ;d昼ぺ/o lò~鐙監 lに之 よるψ切j汗治? 

14晃子ω数'1・それ以内ijの数'ドは同

Bせとなっておるので，明治14/o1'-cD数
'士こを採)Jlした。

2) 総 U~\ 'l':~ は jìí1 偽{;j'O ヨ廷の明治10 ， I1， 

12 1，ド三ヶ年。一ヶ/o!c>l~均値である。
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明
治
十
年
代
市
以
内
問
貿
易
け

Il( 
r.:J 



六
千
石
余
に
迭
し
、

の
九
割
以
上
に
及
ん
で
お
ゐ
。

弐
に
、
こ
れ
ら
の
輸
出
品
の
中
生
産
高
が
明
ら
か
と
な
る
米
及
び
大
笈
に
つ
い
て
生
産
高
と
輸
出
高
と
の
比
葱
必
み
る
と
第
四
去
の
如

く
で
あ
る
。

米
及
び
大
一
史
は
陳
路
に
よ
っ
て
ち
鯨
の
内
外
に
販
琵
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
商
品
化
の
分
量
は
表
記
よ
り
多
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が

そ
れ
に
し
て
も
、
右
は
商
品
化
の
最
低
皮
や
一
不
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

弐
に
輸
入
口
聞
か
}
整
理
し
て
み
る
と
第
五
表
の
ご
と
く
な
る
。

主
要
輸
入
品
は
綿
織
物
・
古
若
類
・
綿
・
同
洋
呉
服
等
の
衣
類
関
係
品
々
筆
頭
に
、
身
欠
腕
・

ど
の
北
海
道
水
産
物
及

び
臨
・
砂
糖
で
あ
っ
仁
。
衣
類
閥
係
口
問
〈
木
綿
呉
服
・
古
手
・
伸
機
・
綿
・
綿
糸
・
円
洋
呉
服
・
洋
糸
)
の
轍
入
額
は
金
輸
入
額
一
の
月
四

%
〈
十
年
)
乃
至
五
一
一
%
(
十
一
年
、
十
二
年
)
身
、
北
海
道
水
産
物
〈
身
欠
鯨
・
盤
鮭
・
盟
問
)
の
輸
入
額
は
一
四
万
(
十
年
)
乃
至

六
%
(
十
二
年
〉
在
、
盟
輪
入
額
は
六
%
〈
十
年
)
乃
至
コ
一
%
(
十
二
年
〉
待
、
砂
糖
は
悶
万
(
十
年
)
乃
至
六
%
(
十
一
一
年
)
や
し
め

て
お
る
。
衣
類
関
係
口
聞
の
中
圏
内
口
問
の
輸
入
先
は
大
訳
、
そ
中
心
と
す
る
上
方
方
面
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、

は
瀬
戸
内
海
沿
岸
か
ら
、
砂
糖

-29-

は
讃
岐
或
は
阿
南
地
方
か
ら
轍
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
明
治
十
九
年
「
青
森
鯨
統
計
書
」
に
は
十
七
年
以
降
の
青
森
・
鮫
雨
港
の
輸
出
入
口
町
、
か
掲
載
さ
れ
て
お
る
が
ご
一
九
了
1

一

二
O
了
〉
、
，
」
れ
や
み
で
も
、
主
要
輸
入
品
は
右
と
殆
ん
ど
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

岩

手

鯨

岩
手
際
と
し
て
は
「
東
北
諸
港
報
告
書
一
に
は
宮
古
、
山
田
、
釜
石
一
一
一
港
の
輸
出
入
額
が
措
一
不
さ
れ
て
お
る
。
ま
ず
そ
れ
を
示
す
と
第

六
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

経
済
同
学
研
究
一
一



明
治
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年
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白
内
山
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叉
日
畑
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円
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士
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円
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1，125 
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ラ40

138，113 
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戸az

ララ8，75ラ
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よる O

- 30-

Pl 
1ラ，760
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8，346 
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浴衣河岸
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338，630 五「/>、
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ポ
H
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入
額
七
ぞ
第
七
去
の
ご
と
く
記
し
て
お
る
。

「
明
治
十
五
年
駐
手
牒
統
計
引
一
と
に
は
明
治
十
五
年
に
お
け
ゐ
一
線
下
港
津
の
輸
出

に
お
い
て
は
各
尚
及
び
各
河
川
戸
川
仰
の
輸
出
入
額
が
欠
拾
し
、
第
七
表
で
は
宮
古
港

の
数
字
が
な
い
ο

ま
仁
釜
石
器
や
み
ゐ
と
、
第
七
表
の
輸
出
入
額
は
第
六
表
の
そ
れ
に
北
し

か
な
り
少
額
で
、
不
完
全
な
統
計
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
そ
考
慮
す
る
と
も
第

六
去
の
官
古
・
釜
石
・
山
間
一
ニ
港
の
貿
易
額
と
第
七
表
の
庶
丹
隠
以
下
の

す

ん
円
珂

告H考

輸
出
入
額
と
ぞ
加
え
た
も
の
が
吉
際
に
近
い
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

市
内
に
輸
出
入
口
m
で
あ
る
が
、

に
よ
り
や
口
土
日
e

山
町

山
深
場
の

ぞ-1



港
の
輸
出
品
々
そ
れ
ぞ
れ
整
理
合
算
し
、

岩手懸輪出品王室(ヨ， 8表)

12 、，.
m 明をド11 治Il}J 4ヨn 

nn 総
務
向
学
研
究
ニ

86，994 

77 ，530 

21，644本1
日01:ヨj

41，4591fi!lI 
3，520j!li<J 

99，486 28，120本h
120石 j最!f:i

62，ラ70

10，980 7，3201品l9，012 

こ
れ
冶
か
り
に
岩
手
牒
の
輪
出
高
と
み
な
し
て
一
不
す
と
第
八
表
の
叩
)
と
く
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
主
要
輸
出

7，638 2，01011百l6，825 

75，082 7，229(長74，254 

64，330 

55，776 

42，170 

17，682 

22，351jjlミ

246，900斤

4，090主7

5 ， 052~ヨ

53，890 

47，68ラ

28，244 i 

12，270 I 

10，6判 i
37，770 I 

7，ラ1011r.J
(11悶 10T.t)

1，9501flil 
(11WI=8]!) 

7，735j)¥ミ
( 1依1O)1{)

22，9001長
(1俵=15)11:) 

243，905斤
3，0431:'i 

4，090平I

1，892111i1 
(lih¥l = to1't) 

鮪 透 身

鮪 Jt前

官五長1i

鰯子

粕

千絢

f注霊童引

品布

信者

7，638 2，OIOllbl 節ffiA 

イ也!t 

442，650 I 計A 
c1 

日
間
は
ほ
と
ん
ど
全
部
水
産
物
で
、
殊
に
鮪
及

び
鮪
製
品
は
全
輸
出
額
の
四
割
内
外
ぞ
占
め

て
お
り
、
そ
の
外
で
は
子
脇
〈
一
五
%
乃
至

一
%
)
、
子
飽
(
一
一

一
七
%
)
、
鰯
粕
(

fJ1'[;f1:;諸港報告:t1JJ 425-448頁により作成す。

%
)
な
ど
が
、
平
一
な
も
の
で
あ
つ
に
。
と
こ
ろ

治、

「
明
治
十
五
年
巌
手
鯨
統
計
書
」
に
よ

り
各
港
関
河
岸
場
の
輪
出
品
ぞ
整
理
合
計
し

- 31-

て
み
る
と
第
九
表
の
如
く
に
な
る
。

明治15'平岩手県系総出品表(立t9表〉

「拐、治十五年岩手勝、統計三きj
171-17ラ了により作成ナ。

計|

備考

j 米

;形鈎

終節

子鰯

漆汁

兵他

{稽考

メ台、
n 



明
治
十
年
代
。
内
閥
均
品
易
け

山
口

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
米
が
最
大
の
輸
出
品
で
四
九
%
や
占
め
、
形
鋼
、
漆
汁
ち
も
重
要
な
輸
出
品
で
あ
つ
に
。
右
関
表
に
こ
の
よ
う
な

の
あ
る
の
は
、
第
八
表
が
間
・
河
岸
場
の
輪
出
高
や
欠
き
、
第
九
表
が
や
口
古
港
の
数
字
。
ぞ
欠
い
て
お
る
が
た
め
で
、
米
・
形
錦
・
漆
汁
は

主
に
河
岸
場
か
ら
輸
出
さ
れ
、
鮪
及
び
鮪
製
品
・
魚
粕
，
千
組
な
ど
は
、
主
に
宮
古
港
か
ら
輸
出
さ
れ
て
い
士
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
岩
手

慌
刊
の
主
要
輸
出
口
問
は
米
・
鮪
・
平
協
・
魚
粕
・
子
抱
・
鰐
部
・
形
錦
・
漆
汁
等
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
れ
ら
の
輪
出
品
の
う
ち
、
米
が
金
生
産
高
に
封
し
ど
の
程
度
輸
出
さ
れ
た
か
そ
明
治
十
五
年
に
つ
い
て
み
ゐ
と
弐
の
ご
と
く
で
あ

岩手線総入品交(Ii"il0表)
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生

声去

」
同

f伊"'1

出

高

百
分
比

1議

二
一
ニ
九
、
七
九
六
石
二
七
、
九
八
六
石
八
%
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(
備
考
〉

「
明
治
十
五
年
岩
手
鯨
統
計
書
一

に
よ
る
。

弐
に
輸
入
品
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
ず
「
東
北
諸

港
報
告
書
」
の
数
字
身
整
理
し
て
み
る
と
第
一

O
表

の
如
く
で
あ
る
。

右
去
に
よ
れ
ば
、
岩
手
燃
に
お
い
て
も
最
大
の
轍

入
品
は
衣
類
関
係
口
問
(
呉
服
木
綿
・
古
手
・
糸
・
綿

・
衣
類
・
唐
木
綿
・
部
闘
〉
で
、
金
輪
入
高
の
五
五

。
%
内
外
)
、
古
手
(
一
四
%
乃
至

一
八
%
)
が
多
く
、
衣
類
関
係
口
問
外
で
は
洋
酒
の
輸
入
が
特
に
多
か
っ
た
。

%
内
外
を
し
め
る
。
な
か
ん
づ
く
、
呉
服
木
綿
(
一
ニ



コ
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1
1
訓
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-
α
1
4
6
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3
J刈
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到
忌
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一
柊
一
P

刊
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m
w
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目

的

“

円

引

九
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一
久
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山
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九
月
勺

1
r
h
A
け
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q
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丸

刷

出

…

一

3

日

3

1

3

3

2
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日

f
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ミ
一

法
一
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げ
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口
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一
二
f

二

倣

側

側

側

似

倒

側

側
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似
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一
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一
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2

2

8

7

0

8

0

う

i
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一
一

3

弓
J

Q

U

ラ

3

3

4

円
U

代

U

臼ノ

問

問

一

一

A
マ

F

フ

1
1

内
ヨ
つ
ん
弓
ノ
N

1

1

ぷ

U

つ
ム
つ
J

i

-

-

7

，

，

，

，

，

ラ

額

一

一

2

1

1

2

6

8

ヂ
一
数
…

i

同
一
川
町

ι
1
1悶
|
十

i
J山

il--:

他

出

一

一

糸

関

紙

山

崎

殴

明

一

口

問

一

木

古

川

相

臨

時

小

紗

石

立

(

計

「明治十五王手岩手堅手、統計三きJ
175-179nにより作成す。

日う8，

{市考

(
明
治
十
五
年
巌
手
鯨
統
計
者
」
に
よ
っ
て
算
出
し
に

轍
入
口
問
は
第
一
一
表
の
如
く
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
ぷ
類
閥
係
白
川

ま
十
円
、

が
六
割
近
く
必
占
め
、
な
か
ん
づ
く
木
綿
@
古
乎
で
五
割
近
く
そ

し
め
て
お
ゐ
。

宮

競

螺

「
東
北
諸
港
報
告
書
」
に
は
宮
城
腐
と
し
て
は
石
巻
、
寒
風
津
、

石
積
一
一
一
港
の
輸
出
入
額
が
掲
示
さ
れ
て
い
ゐ
。
ま
、
す
そ
れ
か
一
表
示

す
ら
と
第
一
二
表
の
ご
と
く
で
、
石
容
は
輸
出
港
、
寒
風
襟
.
石
演
は
轍
入
港
で
あ
つ
に
。

ま
に
、
「
明
治
十
五
年
宮
城
綜
統
計
者
」
に
は
明
治
十
一
年
以
降
十
五
年
に
至
る
各
港
輸
出
入
額
が
一
不
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
中
十

一
年
乃
至
十
三
年
の
分
ぞ
み
る
と
火
揖
第
一
一
一
一
表
の
如
く
で
あ
り
0
0
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首
活
設
で
あ
つ
に
こ
と
が
知
ら
れ
ら
。

こ
の
雨
表
に
よ
っ
て
官
時
に
お
け
ゐ
宮
城
廓
下
浴
別
輸
出
入
の
欣
態
は
一
溶
明
ら
か
で
あ
り
、
青
森
・
岩
手
前
勝
に
比
し
輸
出
入
が
相

次
に
輸
出
入
口
問
で
あ
る
が
、
ま
ず
輪
出
口
間
企
み
る
。
議
一
初
に
「
東
北
諸
港
報
告
書
」
に
よ
り
石
拳
・
寒
風
搾
e

石
浩
一
一
一
港
の
輸
出
品
在

整
理
合
算
し
、
こ
れ
ぞ
か
り
に
宮
城
牒
の
輪
出
日
開
高
と
し
て
示
す
と
第
一
河
表
の
如
く
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宮
城
鯨
に
お
い
て
も
、
米
が
最
大
の
輸
出
品
で
、
率
一
輸
出
額
の
七
六
%
〈
十
一
年
)
乃
五
六
三
%
(
十
二
鉱
山
沿
占

め
‘
こ
れ
に
つ
ぐ
の
は
大
一
民
(
五
%
乃
至
一
O
%
)
及
び
銅
(
九
%
乃
至
七
%
)
な
ど
で
あ
っ
た
。

「
共
地
」
の
中
に
は
約
一
一
一
十
穏
ば
か

り
の
商
品
が
ふ
く
ま
れ
る
の
で
、
こ
L

で
も
す
で
に
多
く
の
も
の
が
鴇
山
内
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、

怒
済
問
中
研
究
ニ

「
明
治
十
五
年
宮
城
鰐



宮城!孫i港別総出入表A (主，12表)

し ;r，治 11 "ド ! 明 治三 二
滋 名 jt溺 i綴|総入額 i総出額一「明

(-!l lzH-J27ili 
右各 ラ402，659i 341，0041 1，071，133 577 ，9871 

主主風浮 178，51到 し923，4731 268，67d 2，065，059: 年
~~J _~_-~~J_J 1¥，; 

お 滋 1135，51ラ 554，830134，899; 894，997[ の

三ー す 1，716，689] 2，819，307 川，703 一三竺竺12
i荷考主主風i民石;滋は松r:;J泣II宮戸村にある。 I東北議滋議-i1i-;q:J 453-484瓦に 易

より作成す。 汁

宮城!孫港別総lH入表B (;;';13主主)

|明 治 11 t，j三 i 明治 12 年|明治 13 年

港 名|輪出君主総入紋iI総 尚 治1I ~袋入額 ;i総出総 i 総瓦到ー
|円 |円l 門|円l 円:円

石 毛き I1，44う，7421 59，3171 1，0ラ2，64ララ11，710]1，299，660， 91，61ラ

蕊 lF2，783!-34，m i-46mM-i
J 、

7京風浮 205，270， 2，039，304， 269，925: 2，006，870; 41，574; 641，7001 

i誌 ケ 浦 ー -1 319，164:1，215，2831 

石苅 1 38，叫汚叩1: 131，5711 帆回71 出，叫 517，9671

)j~ 滋 57 ， 021: 7，172， 164，279， 122，812: 出， 105， 20，240 
::'=~:I ""~I '~'，~' 

h¥ 1111 l'f1 I 15，0171 13，31ラ 22，070; 60，050
1 

24，03ラi26906Fi

合 計 11し'ス刈川8飢813日3叩 6d1乙叩67印

俗j考3 一とある ιの》がr災l~際祭に 1捻蕊 i向九入，諒泌1がなかつたのか，不司砂明I刀jなのか必すずJ しも号切JよJj らか
でない。 IWJ治十五年宮城11系統計千日.1-.谷172-173頁による。

宮城l採輪出品表A (立，14ヨミ)

口τ3口 グ 空Jj i治 11 勾三 ザj 治 12 

司
円

米 1，316，304' 927， 

プ記 8ララ205 29，369 160， 

Jlf.J 162，020[ 13，738筏 104， 

石

18，M?2ヲ刷
4，630imi 37 

官5 6， 7，882筒 22 

f!l~ 20， 3，141 むI 20 

L色 12， 5，052ぞI 17 

iitj， 10， 480筏 16 

主主 84， 167 

メr主z、 計 1，716，叫

備考 [耳;:;f七言者滋幸員(貯j1J:J4ラ3-484頁に上り作成す。
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宮減iE主総出品表B (iぷ!日表)

絞
済
同
学
研
究
二

lラ674，810'五十

「習は治十五年'{'~f城!滋統計完J J二谷174-182頁iこより作成す。

23.6 

備え予

主t，16表

83，076 

「別治十五年1~r減!?51統計三l'J J二念日7頁及び174-182Jlによる。

み
る
よ
う
に
、 に

よ
り

の
輸
出
品
々
合
計
し
て
み
て
も
、
第

h、4

の
輸
出
口
仰
は
米
ハ
ム
ハ
O
%
乃
至
八
O
%
)
で
、
こ
れ

に
つ
ぐ
の
は
大
一
民
(
八
%
乃
至
一
一
%
)
及
び
銅
(
九
%
乃
至
五
%
)

で
あ
つ
に
。

ち
な
み
に
、
米
及
び
大
豆
の
輪
出
高
が

に
到
し
ど
の
程
度
の

v!!J ;ぎ

宮城!孫総入品1AA (江:;17玉三)

)'t.F~ 

4

6

戸う

i

pフ

4

2

1

2

7

6

6

一
n
3

…

7

3

0

4

6

0
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0

8

2

3

6

一
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一

7

8

2

5

9

9

5

3

8

3

8

7

一
O

一

九

人

久

久

4
勺
只
円
久
口
町
r

何

人

人

1
け
一
死
一
M
O

I
A
jウ
t

ヲ

ム

ミ

J

1

・

7
・

/
0
1
2
4
5
Q
'
『

i
1
B
4

一句、
J

…
AdY

3

3

2

1

2

一
グ
…
成

一
3

…
乍

I

l

i

-

-

}

l

I

l

l

i

-

-

J

L

T

 

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

，

o

一
一
り

η

%

前

回

幻

幻

∞

出

円

世

田

弥

一

一

上

ス
パ

J

7

4
い

5

9

J

9

グ

パ

一

一

に

，i
マ

t

'

A

今
ム

τ
i
q
J

凡
υ

に

ノ

マ
t

q
〉

Q
u
t
i

一

一

T1t

4

A

'

i

y

A

q

J

q

コ
q
J
1
a
I
A

一
一
官
長

一

一

4
a

、E1
4
i
'
J
j
j

一

一

O
O

U
叶
i

H
つ
i
刊
叫
11J出
1
1吋
司
1
1
d
1
4
4
l
A凹
l
I
切
勺
i
H
勺
!
問
介
l刷
1

J旬
1
1
6
1
i引
川
i

一4

3

9

4

8

8

2

8

4

6

4

3

7

恥。ノ

i

ャ
ゴ
一
一

6

6

7

5

2

9

9

1

Z

4

4

4

6

0

一

3
一
仁

九

入

九

月

吋

ふ

1

4

1

1

久

人

6

色
人
一
円
一
竹
内
一

にノ

8

4

にノ

7

8

2

9

4

7

3

3

1

q

/

一
l

一4

J

1

3

1

2

1

0

一
点
一
1
」

l
i
l
i
-
-
i
!
i
l
i
-
-
i
j
一
円
一
清

筏

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

一

一

A
C

5

7

0

7

4

7

0

7

7

1

5

F

4

一
二
時
間

6

7

9

4

2

0

7

2

m

う

9

5

3

9

一

一

デ

q
A

ヴ

t

ハ
U

q

L

パ
吋

1
1
4
A
弓
ノ

q
コ
つ
J

q

3

n

y

q
ノ

一

一

叫

出

川

6
r
o
o
kノ

9

1

司

J

5

1

1

3

3

…
一
対
丑

2

2

1

3

6

2

1

1

…

一

し

ド

叫

ん

一
J
Z勺

↓

一

z、

i
i
i
!
l
i
l
i
-
-
i
j
j
l
i
l
i
-
-
l
l
i
p
i
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
l
i
i
一
茸

物

手

総

巾

物

機

泊

物

物

敏

及

浴

他

一

一

計

一

r
l

太

金

一

一

間

服

糸

協

同

町

山

一

円

金

殺

紙

…

一

芳

夫

士

口

繰

成

小

砂

石

瀬

銭

芸

品

洋

文

…

A
口
一
係
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明
治
十
平
代
白
内
問
問
貿
易
」
j

山
口

宮城j察総入I511表B (筑間表)

明 治 II ' 4" 明治 12 手!明治 13 年 !
l m 利|敷 設問 性 I:î&二三上 ft~ 一色旦一右上 I f資 額|

円 fq 円!

呉服太物 i 28，231筒i1，253，580; 45，926筒 1，762，911 36，825ft耳 1，037，682

古手:久066グ 288，701I ム 978グ 43，187 3，臼7グ 179，59Ji

19，8円肋グ仁 3引i久5，8叫 附

2乙，0ω71υグ 6“6，7η78 2，3引IIグ引 9汚3，0回s斗 iじ，グラ56臼2グ川 2お3，グ564'

lω0，グ31円9りグ糾 2札 6臼38 17，7円斗4グ川! 32994691 109611 U 325，796l 
28，418/i 167ラ0371 丸7I1グ 2見 991 民 997グ 21894ml

25，230グ;9，68511ラ，656石 29，OJ7: 13，958芯 26，3181

15，192グ 臼ス巧民858引 呪 964 22，777iWi: 53，ωi 

8，355グ 27，7ラ3 13，653筏 43，782 18， II 1グ 6久733

9，48ヲグ 66，436 20，966グ 12D，522 11，263グ! 日8，76ラ

2，313グ 29，421 3，里90グ 41，498 1，393グ 18，269

2ラ614グ 32，3う2 ム仰グ 91，516 3，421グi 札制

1，260/i 12，91日 1，070グ 26，9ラ8 1，198グ 15，992，

58，547 250，6JO 166ララ17

「 た糸

キ11洋小i母物

砂糖

金
口
佐
一
角

3
A
E九

J

7

5
仇

拡

y

出

作

晶

下

京ii

民有

f場

石

陶

銭

生

茶

均
埠イ

「明治十五年?主椛i孫、統計会J182-189頁により作成す。

青瓦

ノ、、
:-1 2，677，939 u十

2し

割
合
丸
信
占
め
て
い
た
か
や
み
る
と
前
掲
第
一
六
表
の
如
く

で
、
そ
の
」
俸
は
前
二
燃
に
比
し
相
宮
高
準
で
あ
り
、
商
品

化
の
判
明
度
の
高
か
っ
た
v

」
と
か
}
示
し
て
い
る
。

+
引
に
轍
入
口
問
。
ま
ず
「
東
北
諸
港
報
告
書
」
に
つ
い
て

み
ゐ
と
、
，
」
l
A

で
も
輸
入
口
問
の
積
類
は
相
営
多
く
も
七
L
」

え
ば
石
油
裕
階
に
つ
い
て
み
る
と
明
治
十
一
年
に
お
い
て
五

十
八
扱
に
及
ん
で
お
ら
。
そ
れ
ら
そ
務
理
合
算
し
て
み
る

と
第
一
七
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

- 36-

表
記
の
ご
と
く
宮
城
燃
に
も
お
い
て
呉
服
太
物
・
士
口
手

・
繰
締
・
庶
糸
金
巾
な
ど
の
衣
類
関
係
口
聞
が
最
大
の
鴇
入

白
川
で
、
こ
れ
花
け
で
る
…
輸
入
額
の
六
七
%
乃
至
六
九
%
そ

卜
什
め
ゐ
。
中
で
も
呉
服
太
物
は
最
大
の
輸
入
日
間
で
、
四
四

%
沿
占
め
て
い
る
。
そ
の
外
で
は
小
間
物
(
九
%
可
砂
糖

(
六
%
)
、
石
油
(
二
%
乃
至
一
一
一
%
)
、
織
金
物
(
一
一
%
乃
至

一
%
)
な
ど
が
主
な
輸
入
日
間
で
あ
っ
士
。
な
お
、

「
明
治

十
五
年
宮
城
鯨
統
計
者
」
に
よ
り
各
港
の
輸
入
品
在
合
算

備考

し
て
み
て
も
、
第
一
八
表
に
み
る
よ
う
に
、
右
と
ほ
ど
同

様
の
事
情
が
み
ら
れ
凶
ο
。



枇

間

臆

秋
田
鯨
で
は
土
崎
・
能
代
雨
港
が
重
要
な
港
で
あ

「
東
北
諸
港
報
告
書
」
に
は
明
治
十
年
か

ら
十
二
年
に
至
る
土
崎
港
の
輪
山
内
入
額
の
み
が
掲
載

さ
れ
、
能
代
港
に
つ
い
て
は
調
奈
良
出
張
の
年
に
火

一
ノ
こ
え
、

/

手

J
4
μ

災
が
あ
っ
て
資
料
焼
失
し
た
に
め
そ
の
輸
出
入
額
や

知
る
こ
と
が
で
き
ぬ
旨
が
報
ι
守
さ
れ
て
お
る
。
ま

「
秋
田
鯨
統
計
唯
一
日
」
は
こ
の
種
の
調
交
そ
全
然

欠
い
て
お
る
。
従
っ
て
こ
L

で
は
土
崎
港
の
み
に
つ

司
F

}

、

手
jい

て
み
る
。
ま
ず
輸
出
に
つ
い
て
み
る
と
輸
出
品
は

十
四
種
乃
至
十
九
種
で
あ
る
が
、
そ
れ
や
整
理
す
る

と
第
一
九
表
の
如
く
で
あ
る
。

こ
L

に
お
い
て
も
最
大
の
輸
出
品
は
米
で
、
い
づ

れ
の
年
に
お
い
て
も
金
輪
出
額
の
八
O
%
以
上
ケ
占

め
て
お
る
。
弐
は
「
紳
鰯
子
蝦
L

で
あ
る
が
、
v

」
れ
は
わ

ず
か
五
%
内
外
ぞ
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
米
の
輸
出

高
が
生
産
高
に
封
し
ど
の
程
度
の
割
合
ぞ
占
め
に
か

終
済
学
研
究
ニ

円|
688，090 

27，500i 

9，675i 

40，000 

18，000， 

5，250: 

!ri三12 f勾年j子三 明?治f合? 

4附品司I127，0∞ 
16，470 日，5::10;辛fi

i叩0，0郎80i 2 ラ l 日叩O石劃| 

34，ラ560' 40万lT'

13，280
j 

12，0001'曾

4，080 10万rt
8，4::10 12万民

20，214 

11 

事iく悶際:土防港事者l:I:l表(Zl"'>19表)

円l

38部3，1501 14紗9，0∞O∞O石l

i凶6ム印，7吋 F久引，パ4∞ 石 ! 

mω叫 2，8ω
2却0，21叫0， 引万E誌1一

10，724， 16，000滋

2，800 12万1T

5，74::1， 14万災

3::1，416 

?命sJl -';-!! 
1 10 治

136，000:n 
6，400干1

2，450王子1

47万.U

14，0ヨ0燃
10;万lT

14万立

明

大

小 豆

榊・鰯・二子m
j汚

ぶt

粕

川

和

他

名

7lを

口
口n

沼
泊
仲
山
ペ

1*北諸f1li裕一九千¥U187-201廷により作成す。

479，544 

[穏そ予

1{，20表

秋沼焼、米 IcI'.jiを!っi 上七ノ、
ノJ百土防浴タi全総出向

16.4 

--37 -

137，333石

生i変;与は第二統計!tf主主設による鈎;台14'>t"v数下，それ以前は問llUAI'.皮肉であるので

主:tUll-Cき7ょν、。
総出高(立T猪偽苛，19'1ミθ 明治10，11， 12平 VLjs.均値。

835，168石



明
治
十
年
代
。
内
山
内
貿
易
一
一
一
一

九
そ
み
る
と
第
二
O
表
の
如
く
で
あ
る
。

お
の
輪
出
高
は
土
崎
港
の
み
で
あ
る

の
で
、
能
代
港
そ
の
他
そ
加
え
に
秋
田

際
会
睦
に
お
け
る
米
輸
出
高
の

に
封
す
る
比
十
俸
は
お
そ
ら
く
一
一
一
割
殺
皮

に
及
ん
冗
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

〆二コ
O 

中
引
に
輸
入
品
や
み
る
と
第
二
一
去
の

ご
と
く
で
あ
る
。

設

立

〉

E
へ
日
目
立
し
〉
ま
り
内
市
@
左
手

j
Jノ
C
1
F
ロ
l
べ
t
京

一

手

@
伸
機
・
木
綿
等
の
衣
類
関
係
口
問
で
、

そ
の
額
二
十
二
高
山
乃
五
二
十
時
高
間

に
及
び
、
金
輸
出
械
の
一
ニ
O
%
乃
至
四

o
u
h
k
q
占
め
る
。
こ
れ
に
つ
ぐ
の

(
九
%
乃
一
山
中
二
八
%
)
、
砂
糖
〈
八
%
乃

至
一
O
%
)
、
身
欠
'
盤
鮭
・
盟
鮮
な

ど
の
北
海
道
水
産
物
〈
九
%
乃
至
一
一
一
一

%
可
蝋
及
び
蝋
燭
(
六
%
乃
五
一
O

~li 
日

秋丘l豚寸工的港総入表(主ti2lミ)

品名(明治 10 12 

140，400 

2九178

43，684 

9，917 

76，200 

29，900 

ヲ l

1，8)011品

8，000jll;J 

う401lidi

lう6，00Jfd'::
ヮ;

8，070丸

295，5JO千二!
? 
ヲ!

13，∞ 
ヲ

67，392 

ム口、、4j
 

問
/

11 γ台HJ:J 

6子

52，000 

80，000 

10，230 

勾三

? 

iつ，0001ドi
(1011:;ヘコ

430jloJ 
(601文人)1
140，。ョOf}ミ|

くラ三十入)1
ヲ l

11，900丸|
(24把入)1

131，500剥

? 
守!

11，000*，白:
(2~1 入)1

守

9，300)[. 
(10枚入〕

ヲ

J

一γ

誕2

新i

lh正

!(;~l 

!，~~! 

品一角

!~l 

I
 i
 

'
S
1
t
 

木

(己主

34，000 

14，600 

11，240 

11，848 

ハU

一
A
汁

戸

片

ノ

一

ヴ

J

a

qι

…
つ

J
ん

。…
A
a

f
u

一f
b

7
t
 

8，600JL 
ヲ

10，630 

7，4J01u 

つ

ん

、

J

q

J

円
U

勺

ん

円

υ

q
ノ

7

8

1

2

1

0

1

 

6

4

F

F

ベノ

0

9

，
p

，
p

p

，
，
 

令

ノ

ミ

ノ

7
e

内ノ
μ

勺
〉

n

m

u

q

コ

に

ノ

つ

J

つ

ん

3

1

1

a

r

う

27， 37c~\ 

17，39) 
4，779 
36ラ9JO

身 欠 f苦i

社・撚号|

官1~ m，i:字
t滋@号泣燭

司
F
e

司

r-

9，3)01，古
? 

3S，300 1世l日

1"1 

8，950丸
? 

30，201 

9，875 表

可氏

主主

6，400*ii 6フ600

f主

[東北諸潜報告'(i~J 187-201頁により 1'F成す。
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%
)
‘
石
油
(
六
%
乃
至
聞
広
)
、
紙
(
五
%
乃
至
四
%
〉
な
ど
で
あ
っ
仁
ο

以
上
は
土
崎
一
港
の
欣
態
で
あ
る
が
、
同
港
は
秋
開
鯨
の
蜜
嬰
踏
で
あ
る
の
で
、
お
や
・
以
て
し
て
も
秋
開
牒
輸
出
入
の
大
勢
や
知
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
う
。

な
お
‘
「
第
二
統
計
年
鑑
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
一
一
一
年
に
お
け
る
秋
田
将
各
地
河
岸
場
の
総
輸
出
額
一
、

入
額
一
、
間
二
二
、
問
。
九
問
、
、
主
嬰
輸
出
口
m
米
・
大
一
旦
e

杉
板
、
主
要
輸
入
品
堕
・
砂
糖
・

八
一
問
、
八
七
五
M

側、

あ
っ
た
(
ニ

O
ニ
頁
)

山

芳主

鯨

「
東
北
諸
港
報
告
書
」
に
は
山
形
燃
と
し
て
は
酒
同
港
の
み
の

第
二
二
表
の
如
く
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
最
大
の
輸
出
品
は
や
は
り
米
で
、
金
輸
出
額
の
八
二
万
(
十
一
年
)
乃
至
八
九
%
(
十
二
年
〉
身
占
め
る
。
弐
い
で
酒
で

あ
る
が
‘
こ
れ
は
一
四
%
(
十
一
年
〉
乃
至
九
%
(
十
二
年
)
そ
し
め
る
に
す
ぎ
な
い

G

ま
た
、
こ
れ
ら
の
輪
出
品
が
山
形
燃
全
鵠
の
生

産
高
に
到
し
ど
の
く
ら
い
の
比
準
沿
し
め
る
か
を
み
る
と
第
二
一
一
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

示
さ
れ
て
お
る
。
そ
れ
で
ま
ず
開
港
の
輸
出
、
か
ら
み
る
と
次
掲

39 

こ
の
輸
出
高
は
酒
田
一
一
階
で
あ
ゐ
の
で
.
そ
の
他
の
構
図
か
ら
の
輸
出
高
や
考
慮
す
目
。
と
、
右
の
比
率
は
更
に
大
で
あ
っ
た
と
み
て
よ

U 、
O 

酒
由
港
は
北
海
道
と
の
関
係
が
特
に
深
く
‘
婚
出
に
お
い
て
ち
輸
出
額
の
四
割
近
く
が
北
海
道
に
向
け
ら
れ
て
お
る
。
こ
こ
ろ
み
に
明

治
十
二
年
必
と
り
各
輸
出
品
に
つ
い
て
こ
の
関
係
ぞ
み
る
と
第
二
悶
表
の
如
く
で
あ
る
。

失
に
轍
入
必
み
る
と
第
二
五
表
の
如
く
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
酒
悶
港
に
お
け
る
最
大
の
輸
入
品
は
北
海
道
水
稼
物
〈
身
欠
練
・
生
鯨
・
鮭
臨
引
・
帥
臨
引
・
筋
子
・
敦
ノ
子
・
予

T河
~f.. 



山
明
治
十
年
代
ゆ
内
問
貿
易

H

rf{ 
口

併
等
〉
で
、
そ
の
額
明
治
十
一
年
に
は
二
二
O
、
六
一
ニ
O
M
に
及
ひ
、
会
輸
入
額
の
六
一
一
一
%
身
、
十
二
年
に
は
二
八
九
@
O
一
九
闘
で
、

や
は
り
六
一
一
一
%
そ
占
め
る
。
こ
れ
ら
の
水
産
物
の
う
ち
で
は
身
欠
腕
及
び
畷
引
鮭
が
最
も

叩
山

口フーJ乃
一

rll形彩、浴田港総肉品表(丸'>22表)

12 

108，391石

6，353グ

5，330グ

1，8ラ2グ

183グ

治貯j

84，765 

14，025 

日，29ラ

1，360 

f司王11 

119，372石

14，127グ

5，456グ

1，923グ

170グ

治i現

一
丘
一
豆
油

米
一
泊

大
小
世
間
百

「東北諸浴報告:tTJ:J171-178頁により作成すゐ。

7.1 

備考

10.8 

生産 liIはいづれも第二統計手銀に上る明治14"lêGT-l数'Ý~。

輪出向は前勾i:;"i22哀の11"f12年。ーケ勾OLf均イi([。
備考

明治12'cドrl{形燃澗fH港総lH-rf:j支(節目立毛)

品 名|会総出向 i北海近内総Ifli¥";i 百分比

92.6 

9.0 

20.8 

39，413まI

5，883;百

480ノr，

385主干

18ヨヨヲ

108，391石

6，3ラ35

5，330石

1，8525 

183干王 100.0 

繰
綿
・
木
綿
・
古
手
等
の

衣
類
関
係
口
聞
で
、
そ
の
額

明
治
十
一
年
に
は
四
一
一
、

二
一
七
闘
で
一
二
%
を
、

「東北諸浴桜台"Jl'J 169-171頁に上り作成す。

十
二
年
に
は
一

0
0‘
五

九
O
附
で
二
二
%
ふ
管
内
め

40 

て
お
る
。
そ
の
外
で
は
臨
(

が
一
O
%
乃
一
ゑ

二
%

身
、
砂
糖
が
四
%
内
外
身
、

悩
叫
が
二
一
%
を
占
め
比
較
的

葉
市
有
な
輸
入
日
間
で
あ
っ

仁。
以
上
は
酒
問
一
換
の
欣

態
で
あ
る
が
、
+
引
の
第
二

世首考

六
表
に
み
目
。
よ
う
に
、
川
口
同

時
酒
田
港
は
山
形
勝
下
各



，[1ìr，;~際、約Efl i誌を檎入主主(ぷ2ラ表)

ラ0，

20，926 

16，42ラ;

14，880 

78，090 

7，620 

7，ラ75

3，432 

6，日70i 

100，678 

10，68ヨ|

6ラ， 168

9，624 

10，731 I 

14，779 I 

14，721 

19，516 ， 

主要稔入品

車道，繰綿，鮮烈

136，02ラ|綴，砂事者，線料;

2，108
1 

明治13"Hl!形燃港別総HJ入表(立>26表)

主要総出品

米 ，1活

米 ，i汚， j'冶

f司王12 i'd' 

ラ3，220石 l

231，020斤!
18，2501't 

18，600lえ

32，06014: 

6，3501't 

5，050〆

15，600瓦

4，380}'{ 

50 ， 339~1i 

530，1004二

ラ01，30J;，j>:

4吾8 ， 310A~

3，783絵

日，0981'1.:

35，050]t 

切j年

36， 

17，438 

12，057 

8，342 

28，030 

ラ，845

4，178 ! 

4，410 I 

3，059 

86，ラ24

20，777 

53，742 

9，977 

9，027 

16，143 

14，624 

19，522 

II 治

4久M 百 1

219，169斤|

14，406rt i 

11 ，917反

21，562]t 

5，4301芝

3，055〆

20，020筒 1

3，9421苛|

|4m9筒 J

く11寄=20来)
831，100;，jド;

447，850本

498， 88Cl4王

3，223除
(91'{入〕
ラ7，6阿賀

36，56YJ{ 

港
輪
出
入
高
の
八
割
そ
し
め
て
い
に
の
で
あ
る
か
ら
、
以
上
ぞ
以
て
山
形
綿
入
土
器
沿
推
し
て
ち
大
過
な
い
と
考
え
る
。

1lfj 名

百三

沙 1精

子千三 品~1

紋:品m

rti 手

字紙

銭

向 者き

身欠 際

金線

[1:1二軍主ヲi

!1~J.総 iJ\

7筋 二子

数ノム{.

住F

イ惚

τ3 
nn 川

悦
済
問
中
研
究
一
一

8)9，910 

第二表統計可2鮫 202}'iによる。

41 -
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明
治
十
年
代
白
内
山
内
貿
易

H
10 
口

郡高

島

膝

「
東
北
諸
措
報
告
書
」
に
も
「
一
一
繭
島
照
統
計
書
」
に
も
昭
島
郡
下

の
輸
出
入
額
に
つ
い
て
は
全
然
記
載
が
な
い
。
大
ピ
「
第
二
統
計
年

及
び
「
第
四
統
計
年
鑑
」
に
は
明
治
十
二
一
年
及
ひ
十
六
年
の
同
一

牒
の
輸
出
入
額
が
記
さ
れ
て
お
る
の
で
そ
れ
か
}
表
示
す
る
と
第
二
七

表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

幅
島
鯨
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
よ
っ
て
輸
出
入
の
大
略

人
γ

ヲ

)
L
ι

が
で
き
ゐ
程
度
で
あ
目
。
。

ヰヒ

陸

国

季R

i潟

懸

「
東
北
諸
港
報
告
書
」
は
新
潟
将
諸
港
の
輸
出
入
に
つ
い
て
も
記

載
し
て
お
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
新
潟
冶
筆
頭
に
夜
江
津
・
柏
崎
・

出
ザ
一
試
崎
・
寺
泊
の
五
港
が
主
姿
港
で
あ
っ
大
。
ま
、
す
そ
の
輸
出
入
額

ぞ
み
る
と
第
二
八
表
の
如
く
で
あ
る
。

ま
た
「
第
四
統
計
年
鑑
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
六
年
に
お
け
ゐ

品
紹
下
諸
港
の
輸
出
入
頬
は
第
二
九
去
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。

話~\，C] 豚if\í， tU 入表(~:rm表)

阿武限
河 71~

}II 

F( f可

米

378，071' 

J11 

F子

Jtl也二
十ン Lケ

所

j主f也ト

ニケifr

梁
M 

「第四統計年;1t1iiJ262TIにより作成す。

42 

「第二統計年雲監J2011'[， 

合計

備考



新潟:係滋別総tH入表(出28表)

一
次
に
千
年
、
主
主
応
I
P
μ

宗
主
与
列
者

1，2杭 6刊1，加，82212tM，ml2，m ，叫 3刈〕刈7

備考 「東北諸港報告;'FJ18-123頁により作成す。

1接 γI 

明治 16手続?~J~制除 HJ 入表(i:j\29表)

if!j主 H1 総戸、

新潟滋

柏崎港

;fJ;他 11 ヶ所

|合計

2，141，2 

41，642 

ラララ，027

2，737，886 2，291，218 

新潟l孫輪出品交(江>30ぎを)

j指考 「第四統計年鐙J2ラ9頁により作成す。

明治

米 654，634jよ

姿 6，12111<

大主主 44，9311長
小主主 i告，ラ911去

l 麻苧 1，213i有

ii'liilli: 3ラ， 136反

'Ji'!il，'L ， 3，218i:1Ji 

;沼町，091除11
i河叙 l焼酎17，124筒 1f 

16，090土台

明治 12

10，908: 

仇 9吋
2ラフラ85，

22，924' 

2斗，

1，08)，9041夫:2 

9，0日後!

27，8081長!
3，8231夫j

18，041 

77，751: 
7，971 

305，321 i 
131，811j 
17，031 

27ヲ408!

69，365 
600，101 : 

liifj考 「月りと議;速報告 :~IJ:J 18-123]:{により作成す。
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tíßl~長

1，396，0181ヲ

新潟~\深緑入1513 表 Ctíß2表)

n 
口η 1'， 

木 約 1 1，154t司
反物主n

料i 12，209本

~' ム ヂ: 1，99911.11 

余 巾

n長 糸

島止 470，9154三

111昔 1吟 396，7884三

-"1'欠宣車、 36，089筒

lii可 414，343jk， 

jとL、 桝?

総i 11，748玖

羽
川
ハ

P
白
川
ベ
行
M
川

嶋

9

・的巴

主
要

Fo
イ
ー

紙

絞

物

木

挽
会

取

材

活
γ
比パ

3，939筒 1
132，910杉cI 

合計

新潟 l孫米総，:l:i I~~) 

464，789石

百分比

明 治 II 年

1，ラ8堅持n 3ラ， 1
17反 1

147，758 439，196本 1，926，4ラ6

61，924 2，225111)1 70，2)3 

282iî1 34，985 

明治 12 5jζ 

3，072筒 1
う，0ラO反 J

22，8364'" 

2，10ラIlljl

1，37411司l

1 ，317 jJlil 138，650 3， 073jJI;I 

ド
ご
や
お
ベ
長

メ

d
i
f
h

、Jf
O

宍

U
4
A

4

a

8

4

9

 

f

o

q

3

7

t

円
v

，
，
，
，
 

凡
U

'

I

円

d
o
o

q

J

q
ノ

41
・
/
0

6

8

2

 

〆

白

川

リ

弓

/

門

i
ζ
υ

ヌ
u

f

b

γ

t

/

0

1

1

6

2

9

/

b

2

 

，
，
，
，
，
 

6

8

3

6

3

 

6

1

6

6

4

 
i

i

 

71 ，464 1 ， 648 ， 8804~i 

41，205 1，219，274/ド

72，1見 126，555筒

14l，1041369，3331JE 

168，491 

141，862 

38，561， 

63，19J 

9J，429 

24，933， 

33，191 

8，206号λ

9，413i[!j 

jJ務考 鮭については明治十年及び十一平に炎々表記以外に 900，000本が稔入され

てν、るが代的不詳である O

盟諸鮮についても表記以外に明治十平600，00J4::，十一¥;'-450，OJO本語、輸入さ

れているが代償不詳である。

身欠練については表記の外f'こちfJ治十年40，0)0筒，十ー年47，000践が総入さ

れ， rçft~不詳である。

「ヰi北議r~報告存J 18頁-123Ftiこより作成す。

明
治

34.8 寸d

備考生皮i何点二信問による出た九;t~ cV長iペド~Hj か土交i30封印刷j治1241i 2 
の主主'ナエを 111，4-'1-331-入として換算したもり。 ザ1

!必i
j.Jし

ら
l寸

民
U

口

ノ

民

ノ

戸

、

ノ

ミ

J

7

0

0

1

4

 

g
i
-
-
に
ノ

o
o
f
-

'
・
J
'
'
'

q

J

7

i

Q

U

に
U

7

I

8

4

3

3

2

 

9，213吠i

8，068筏

- 44-
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「
東
北
諸
港
報
会
門
書
」

の
そ
れ
と
み
な
し
て
品
目
別
に
輸
出
品
必
整
理
合
算
し
て
み
る
と
前
掲
第
一
ニ

C
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

屈
指
の
米
作
地
新
潟
嬬
に
お
い
て
は
‘
最
大
の
輸
出
品
は
い
う
ま
で
も
な
く
米
で
、
金
輸
出
額
の
七
O
%
一
乃
五
八
O
V
N
沿
占
め
て
お
る

の
新
潟
港
以
下
五
指
の
輸
出
高
島
新
潟
牒
全

失
に
輸
出
入
口
問
で
あ
る
が
、
ま
ず
輸
出
品
に
つ
い
て
み
る
。

こ
れ
に
つ
ぐ
の
は
麻
苧
及
び
綜
布
(
脱
会
)
で
こ
の
雨
者
で
七
%
乃
至
一
O
%
程
度
身
.
そ
の
他
と
し
て
は
大
一
位
・
石
油
・
酒
等
が
主
要
な

輸
出
品
で
あ
っ
た
。
な
お
、
最
大
の
輸
出
品
米
が
金
生
産
高
に
艶
し
ど
の
程
度
の
比
率
沿
占
め
て
い
大
か
ぞ
み
る
と
第
一
一
二
表
の
如
く
で

ふ
め
の
0
0

次
に
や
は
り
「
東
北
諸
港
報
告
書
」
に
よ
っ
て
轍
入
口
閉
そ
整
理
し
て
み
る
と
第
三
二
表
の
如
く
で
あ
る
。

最
大
の
輸
入
品
は
木
綿
反
物
類
・
綿
・
古
手
・
会
巾
・
唐
糸
な
ど
の
衣
類
閥
係
口
問
で
‘
十
年
に
は
二
十
五
蔦
五
千
余
出
で
全
輸
入
額
の

二
五
%
か
}
‘
十
一
年
に
は
百
六
十
五
高
四
千
凶
余
で
五
八
%
在
、
十
二
年
に
は
百
十
四
高
九
千
同
余
で
コ
ニ
ゲ
点
在
占
め
て
お
る
。
衣
類
関

係
口
聞
で
は
綿
・
木
綿
反
物
穎
が
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
十
一
年
、
十
二
年
へ
と
唐
糸
・
金
巾
な
ど
外
関
口
問
が
構
大
的
に
輸
入
さ
れ

る
に
い
七
つ
に
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
北
海
道
水
産
物
(
鮭
・
昨
・
身
欠
鯨
)
の
輸
入
も
相
官
立
額
で
、
十
年
に
は
十
時
高
八
千
九
百

間
余
で
金
輪
入
額
の
一
二
%
沿
、
十
一
年
に
は
十
八
寓
四
千
八
百
間
余
で
七
%
身
、
十
二
年
に
は
七
十
七
高
一
千
三
百
M
M
余
で
二
一
%
か
]

占
め
て
お
る
。
そ
の
外
で
は
騒
が
五
%
乃
至
一
三
%
を
、
砂
糖
が
六
%
乃
至
一
一
%
そ
占
め
て
注
目
す
べ
き
輸
入
品
で
あ
つ
に
。

お
お
「
明
治
十
六
年
新
潟
鯨
統
計
者
」
に
は
同
年
の
新
潟
港
及
び
直
江
深
港
の
検
出
入
額
が
抱
一
議
さ
れ
て
い
る
が
も
こ
れ
に
よ
っ
て
も

-45 

主
妥
輸
出
入
口
問
は
方
と
ほ
と
ん
ど
同
様
で
あ
っ
た
(
ニ

l
四
頁
)
。

富

山

勝

宮
山
嬬
は
明
治
十
六
年
五
月
に
設
置
さ
れ
、

そ
れ
以
前
は
石
川
嬬
に
属
し
て
い
た
が
、
甲
」

L

で

上
越

ι

弔
問
問
診
最
初
か
ら
富
山
嬬

相
似
怖
感
研
究



明
治
十
年
代
。
内
問
貿
易
け

と
し
て
取
扱
う
こ
と
に
し
た
。

「
二
府
間
廓
釆
魔
報
文
」
に
は
越
中

間
聞
と
し
て
は
滑
川
・
魚
津
・
東
岩
瀬
・

伏
木
四
港
の
明
治
十
一
年
に
お
け
る
輪

出
入
額
が
掲
載
さ
れ
て
お
る
。
ま
ず
そ

れ
か
}
み
ら
と
第
一
一
一
一
一
一
表
の
ご
と
く
で
、

伏
木
港
の
地
位
が
陸
倒
的
で
あ
つ
に
。

明治II年 1:r~IJ\孫滋別総出入表(苛';33表)

円竺トり戸(竺竺l
I 円 1 問|

i r母 JIII 227，500; 217，055: 

i f(.l. l':It I 161，040 132，130 

j来持瀬 3広間 49，525

伏木 1，455，6261，517，503

|合計 i2，169116ll，916，213

鱗考 f二府間際采堅苦報交J93頁 130 
}'[により作成す。

ま

7ニ

「
明
治
十

年
石
川
牒
統
計

に
よ
れ
ば
、
越
中
間
氷
見
・
放
生

Ll/ 
口

入 l

fff !的絡|
l 円1

2，642，0801'1:1 451，4741 

558，0001'1:1 81，8011 

364，840nl 28，1671 

80，800:w:1 15，660: 

( 貯如帆577，I入υ，パlω021: 
326，76ωD唯民出I 4付伺4ω0，苅

9円日叩町別O邸ω棚!甘例l同司4i l 4Q2 ， 叩Od! 
7，740よ主怨E): 1 1'".l 1 f'lrJ 

113，1001 1，23知O熔i川 11J，JVV! 
6臼3，36JX民貰工t' 予59，3苅O∞o
82，点8コJOl依夫夫

(「l(依炎}A4中叩1
3又4は5s斗i吟入f王; 

810j同!
2，670ぬi

253，告JOl長l

8 ， 070~~1 
(1東=121:U 

1，6!0fl.ヰ 24，000

6，82ヨfd2o，440

[川ベ
! 1，916，2131 

明治11/'l"i;flff燃f歳出入品主主(江>34二長)

数

~，t 

f必需!::fl I 

陶器 j

己t 1Ul 

2，1杭 214! 合計|
|二二f夜間燃采lf~報交J 93J;i-I30頁により作成す。
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0
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烈

烈
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刊
伊

u
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小

石
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備考



-
伏
木
・
水
橋
・
東
岩
瀬
@
魚
津
ム
ハ
港
の
合
計
輸
出
諮
問
、
八
八

一
二
九
九
二
削
、
合
計
総
入
領
問
、
間
五

O
、一一一九五

あ
る
(
港
別

に
は
明
ら
か
で
な
い
)
。

失
に
輸
出
入
口
問
に
つ
い
て
み
る
と
や
は
り
各
積
の
物
品
が
輸
出
入
さ
れ
て
お
る
。

伏
木
港
で
は
輸
出
品
開
十
九
積
、
輸
入
品
九
十
三
一
概
に
透
す
る
。
つ
ぎ
に
つ
釆
覧
報
交
」
に
よ
り
伏
木
階
以
下
回
港
の
輸
出
入
口
m
b一
撃
混

合
算
し
、
こ
れ
や
か
り
に
富
山
幣
輸
出
入
口
問
表
と
し
て
示
す
と
第
一
一
一
四
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
表
記
の
よ
う
に
、

「
二
府
間
将
来
既
報
交
」
に
よ
る
と
、
、
王
町
す
措
に
み

大
の
輸
出
口
聞
は
米
で

金
輸
出
額
の
六
五
%
を
占
め
て
お
る
。
こ
れ
に
つ
ぐ
の
は
薬
(
一
四
%
)
、
木
綿
反
物
(
九
%
)
、

(
五
万
)
な
い
い
乙
で
あ
っ
た
。

主
要
輸
入
品
は
北
海
道
か
ら
の
鯨
製
品
と
綿
と
で
あ
っ
た
。
練
製
品
の
輸
入
額
は
合
計
五
十
七
寓
同
余
、
全
輸
入
額
の
一
一
一
O
V
N
必
ト
内
め

て
い
る
が

4

中
で
も
胴
鯨
の
輸
入
最
も
多
く
、
全
職
入
額
の
二
四
%
に
常
っ
て
お
る
。
綿
は
輸
入
額
四
十
四
湾
問
余
で
、
問
憾
の
そ
れ
に

の
ニ
コ
一
%
冶
占
め
て
お
る
。
そ
の
他
の
輸
入
品
の
中
で
比
較
的
主
品
川
な
な
の
は
洋
糸
(
七
%
)
、
砂
糖
(
六
%
)
、

ほ
ピ
匹
敵
し
、

な
お
、

「
明
治
十

一
年
石
川
将
統
計
表
」
に
よ
っ
て
越
中
間
氷
見
・
放
魚
津
・
伏
木
・
水
播
@
東
岩
瀬
・

の
六
階
の
輸
出
入
口
mkm-

- 47-

見)、

(
一
一
%
五
〉
等
で
あ
っ
た
。

み
る
と
、
輪
出
品
六
十
六
間
側
、
輸
入
日
間
七
十
二
稀
の
多
き
に
逮
す
ゐ
。
そ
れ
や
整
現
す
る
と
第
三
五
炎
の
ご
と
く
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
最
大
の
輸
出
口
聞
は
米
で
、
金
輸
出
額
の
六
四
%
身
し
め
(
%
は
純
輸
出
観
に
つ
い
て
算
出
す
。
以
下
問

簡
)
、
こ
れ
に
つ
ぐ
の
は
管
笠
〈
一
二
%
可
令
物
(
七
%
)
、
薬
(
六
%
)
、
呉
服
及
び
木
綿
反
物
(
六
万
可
桂
及
ひ
英
産
(
問
形
)
な

ど
で
あ
つ
に
。
輸
入
日
間
で
は
最
大
の
も
の
は
や
は
り
北
海
道
か
ら
の
綿
製
品
で
、
そ
の
純
輸
入
額
一
、

O
八
四
、
六
一
一
一
八
同
に
遣
し
、

の

一
一
二
%
身
し
め
る
。
中
で
も
胴
鯨
が
最
も
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
ぐ
の
は
綿
(
一
二
%
可
昆
布
(
七
%
)
、
材
木

器
(
五
%
)
、
友
〈
四
%
)
、
綿
糸
(
四
%
)
、
砂
糖
(
一
一
一
%
)
な
ど
で
あ
っ
た
。

〈
六
万
)
、
陶

最
後
に
、
最
大
の
輸
出
口
聞
大
る
米
の
輸
出
高
が
生
産
高
に
潤
し
ど
の
程
度
の
比
葬
沿
し
め
て
い
た
か
会
み
る
と
、
明
治
十
年
の
越
中
間

計

w
t
b
干
主
4
r
r
u
E
↓
一

五

S
Z
1
日
ケ
ノ
一
一



明
治
十
年
代
。
内
凶
貿
易
け

日i
口

i1Jjj台13一年耳石μj¥孫総出入品表 L主';3日表)

1品名総 出!総入 l 義 守

l 石 !阿::rョ uul

l 米 321，4142，418，929[ 一 一l十 321，414:十2列島9291
石 l 石 石

照 15，ラ04 24，769，ラ3，638 86，213 - 43，134: - 61，444 
t延

機|民420' 28，印l 九291134，3m?|-lomd
11司〔炉1I 1r~11 

4，2611 415，470， 2ララ16 251，5431 + 1，74ラ;十 163，927 
イ14! 吋 1

3，4831 77，262i + 3，483， + 77，262 
11M' 似 11，¥]1
126 2，520' 1，391 132，う421- 1 ，263， - 130，022 
4ぶ i 本 |刷 1

7，うよo 195，008， 31，303 60ララ65q 23，803， -410，651， 
R 右目

59，100 16，ラ48，83，63ラ 869，870 ? I -8ラ3，3221
1主 : 石日

192，000 84，480' 26，067! 204，704' ? 1- 120，224 
tt 石段

102，000 34，200 ラ，341 60，818 ';' i - 26，618 
p' 1:iU 

1，2占o 2801 2，862 84，754' ? 
似 111，1 11刊

久ラう予 27，77ラ 55ぅ793 283，004， - 51，238 - 25ラ，229
fliiJi fl占 11̂11

11，538 403，830 久457160，860，十ふ08I!十 242，970
枚 [枚i

1，500，116 臼，9臼十 1，500，116:十
*1 来! ボ;

i区長 64，873 96，107: 893 1，331， + 63グ76十
i 本 本

笠 37，361 448，332: + 37，361:十448，332
T: IJ i l'ミ fl 王子百l

木 360 37ラ604，488 229，018， - 604，128， -228，643 
11占1，依1: 1JIiJi 

q'o 8，671256，71制 1，95ラ 16，169十 6，716+ 2同，75ラ
fド 凶 11MI 

器 1タ376 48タ160: 13，025 213，302， - 11，649， - 165，142 
j友 i;¥三 11三

3，010 1，50ラ365，070 143，7ラ8 - 362，060 - 142，2日
約 1ti 品目
40 120 13，600 46，75ヨー 13，560' - 46，630 

2町お! 匁 5，785 一回6，157

84，474， 

62，962 

94，776 

li少

日日

l 木綿反物 l

鱗 I

， 'lii'臼鯨

鯨〆 :l'EI

守欠側、 l

|円
J仁じ 司i

糸
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『ιz
7と
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ザ
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一
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1ι司
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「明治十三三年石/11綴統計三笠J111瓦-133瓦により作成す。
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! +3，763，913 
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の
米
生
産
高
は
八
一
一
二
、
回
目
悶
石
で
あ
る
の
で
の
明
治
十
年
全
国
農
産
表
)
、
輸
出
尚
三
二
三
、
五
O
O
石
(
明
治
十
一
年
)
は
約
一
一
一
七

%
に
首
ゐ
。
ま
に
、
明
治
十
一
一

の
越
中
国
米
生
産
高
は

一
、
O
六
五
、
一
三
一
一
一
一
石
で
あ
ゐ
の
で
(
明
治
十
二
一
年
毘
産
表
)
、
輸
出
高
一
一
一
ニ

一
、
四
一
四
石
は
二
一
O
%
に
あ
に
ゐ
。

石

JII 

軒弘

「
二
府
間
綜
釆
貿
報
交
」
に
は
現
花
の
石
川
廓
に
鴎
す
ゐ
港
と
し
て
七
尾
・
輪
島
・
幅
浦
・
羽
咋
四
階
の
明
治
十
年
の
輪
出
入
額
が
拐

載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
外
、
明
治
十
年
の
七
尾
酪
輸
出
入
額
も
掲
げ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
明
治
十
年
の
数
字
は
各
階
と
も
石
川
鯨
勧
業

課
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
釆
箆
報
文
」
ち
指
摘
し
て
お
ゐ
よ
う
に
、
「
粗
誌
の
調
査
」
で
、
枕
漏
一
一
が
相
官
多
い
よ
う
で
あ
る
。

試
み
に
こ
の
明
治
十
年
七
尾
港
の
数
字
ぞ
明
治
十
一
竿
同
港
の
議
字
と
比
絞
す
る
と
総
額
に
お
い
て
次
の
ご
と
き
義
一
夫
が
あ
る
。

草食

H~ 

日

F口j

i除t

入

」同問

49 -

明
治
十
年

六
一
、
八
六
七
凶

一
二
回
、
日
八
七
凶

同
十
一
伝
t

八
O
ニ
‘
五
一
三

六
五
一
、
八

0
0

術
点
ぢ
雨
低
a

皮
ー
と
も
一
得
総
向
何
慨
を
ふ
く
む
。

「
二
府
間
燃
栄
一
対
抑
制
火
」
二
二
一
一
丁
一
一
二
六
頁
、

二
ハ
ム
ハ
!
i
一
七
ニ
一
氏
に
よ
る
。

従
っ
て
明
治
十
年
度
の
統
計
は
七
尾
惜
の
み
な
ら
ず
そ
の
他
の
諸
港
に
つ
い
て
も
せ
い
ぜ
い
参
考
程
度
に
し
か
な
ら
ぬ
と
思
わ
れ
る
。

「
明
治
十
一
一
一
年
石
川
将
統
計
表
」
に
は
加
賀
、
能
登
雨
闘
の
混
と
し
て
、
附
州
中
谷
。
安
宅
・
美
川
・
金
石
・
川
尻
@
一
稿
浦
・
宮
木
・
輪
島
・

飯
田
・
字
出
津
・
七
尾
の
十
一
港
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
合
計
輸
出
入
領
が
一
不
さ
れ
て
お
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
輸
出
八
一
一
一
八
、
五
五
二
回
、

ま
七
明
治
十
四
、
十
五
、
十
六
年

川
燃
統
計
表
」
に
よ
れ
ば
、

輸
入
一
、
八
四
五
、
九
五
O
M
で
あ
ゐ
(
一
一
一
頁
一
一
一
一
O
一
良
)
。

終
済
的
俗
研
究
…
一



明
治
十
年
代
心
内
問
貿
易
け

iラ0，192

右 JII彩、詰差別総出入交(負〆>36表)

259，4ラ9;

118，676 

878，493 

336，340 

んち

平[

M 

~ 

け.

つ5ぐ

、'f-it:-
tl:J' 

戸、
三Eま三

七

i
 l
 

l
 -

47，4ラ8

838，329 1，039，728 1，399，881 618，446 

明治十四年，明治十二1:i."1'.， ~lJji台十六年，各石川燃統計去に上って作成九

182、30，475 

安
宅

@
七
尾
@
輪
島
問
港
の
輸
出
入
額
は
第
一
一

の
如
く
で
あ
る
。

火
に
輸
出
入
口
m
で
あ
り
οが、

「
明
治
十
一
一
一
年
石
川
牒
統
計
表
」

に
よ
っ
て
前
記
の
加

賀
・
能
査
ト
三
ケ
港
の
輸
出
入
口
m
や
数
理
令
算
し
て
み
る
と
第
三
七
去
の
如
く
で
あ

Q 

O 

ま
ず
輸
出
品
で
あ
る
が
、

石
川
際
に
お
い
て
は
輸
出
品
の
多
く
が
呼
輸
出
品
で
、
持

梓
の
輸
出
品
は
比
較
的
す
く
な
か
っ
た
。
主
要
な
純
総
出
品
会
み
ゐ
と
、
子
魚
。

・
生
九
ぶ
な
ど
の
魚
類
(
三
悶
万
二
)
、
漆
持
(
一
七
%
O
)
、
管
笠
(
一
二
%
九
)
、

(
一
二
%
一

Y

(

一
O
対
O
)
、
必
(
八
%
二
〉
な
ど
で
あ
る
(
%
は
入
士
一
純
怜

つ
ぎ
に
純
輸
入
品
に
つ
い
て
み
る
に
最
L

へ
の
も
の
は
米
で
も ぷL

n 

HI 
頒

る
も
の
)

0

50 

A
t
純
輸
入
額
の
二

0
5八
沿
い
円
め
る
。
こ
れ
に
つ
ぐ
の
は
制
鯨
e

笹
日
鯨
e

腕
粕
・
身

欠
腕
な
ど
の
綿
製
口
叩
(
一
八
万
二
)
、

材
木
ハ
八
万
八
)
、

砂
糖
(
五
%
七
〉
、
紙
(
五

¥wノ、

(
五
万
O
可
綿
(
叫
%
ム
ハ
〉
、
呉
服
(
四
%
崎
一
)
な
ど
で
あ
っ
た
。

Wi考
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明
治
十
年
代
。
内
間
交
易
川
門

rlr 
口

言富

井

軒、

稲
井
鯨
〈
越
前
・
若
狭
)
は
明
治
十
五
年
か
ら
溺
立
し
そ
れ
以
前
は
石
川
腕
に
鼠
し
て
い
亡
が
、
こ
L
で
は
便
笠
上
最
初
、
か
ら
猫
立
せ

る
も
の
と
し
て
取
扱
う
こ
と
に
し
七
。

「
ニ
府
間
将
来
賢
報
交
」
に
は
福
井
将
〈
越
前
@
若
狭
)
と
し
て
は
坂
井
(
今
日
の
一
二
関
)
、
敦
賀
。

輪
出
入
額
が
掲
載
さ
れ
て
お
る
。
ま
ず
そ
れ
や
示
す
と
第
一
一
一
八
去
の
ご
と
く
で
あ
る
。

明治11生手紙井i係滋別総出入表(第38表)

)港名)総出額;総入額 j

j 円 問l 内円|

坂井〈三間)問，制民間，m 〉imp719(342，219〉|

敦賀 41，992(40，848)1 282，947く281，803)

i小浅川町23似仰);265，開叫問(

j合計 I5仰吹473，231)既倒8叩 6州
f裕司予 カツコ内ω;数字は干与総出設立を鈴除したもの

である。

「二府間i係采洛報交:J31-34:D[， 241-246 

1'f， 264-269頁により作成ず。

明治15'.F誠弁将、浴別総tH:入表(第39jJミ)

176，584 

159，379 

名

土y.]1' i住

敦賀 i会

小ち;r討さ

法

1 ，j50， 163 v十 1，295，72ラ

「ザjy合十五"1と肩M:Jドi孫統計:，'}J 66T合による。

A 
n 

備考

一
一
港
の
明
治
十
一
年
度
の

ま
た
、

「
明
治
十
五
年
一
隅
井
牒
統
計
者
」
に
は
右
三

挫
の
輸
出
入
が

二
九
去
の
ご
と
く

さ
れ
て
お

- 52-

ゐ。
輪
出
入
品
に
つ
い
て
み
る
と
寸
や
は
り
各
謹
の
商
品

が
輸
出
入
さ
れ
て
い
大
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
一
釆

に
よ
っ
て
明
治
十
一
年
小
商
港
の
場
合
必
み

る
と
、
輸
出
品
同
十
六
積
、
輪
入
口
問
四
十
三
積
に
及
ん

で
お
る
。
右
一
一
一
港
は
幅
井
綜
に
お
け
る
主
要
輸
出
入
港

で
あ
る
の
で
、
そ
の
合
計
額
や
以
て
か
り
に
同
燃
の
輪

出
入
高
と
考
え
、

「
釆
賢
報
交
」
に
よ
り
明
治
十

一
年
の
輸
出
入
口
聞
か
}
示
す
と
第
四

の

如

く

で

あ

ιコ
O 



31，6401主1
14，0684、I
132，640資')

1，334本 1

3，22ヲヰヰ 1
1，66ヨ14:，1

iラ，2904む1
12，OOon:1 
2，338-'1':.1) 
6，日ORI
37，600l!l:) 
7，366，(汰{

司~'C;:;~~ } 4，973:f巴 i
33，146丸)

123，924一一一一一一一一了一一一一一一一一 一一一一一一一一一
396，925 

明治11年総芥線総出入品表(1;i'i40表)

内
リつん只ノ

，
 

ヴ

t
マ
f-

升を

経
済
的
学
研
究
ニ

55，323 

6，6JO 

Eキ:白ニ子

綴1〆毒自
54，778 

18，166 
9，487i 俊民吉宗

ヲ3，330

13，222 

。Jnu 
oo ，
 

に
ノー

常幸

数ノ子

F詰32，472 

16，932 

14，177 

2，198石 1

803お|

15 う， 408 }f~
(100枚入〉

11 ，08'2 

196フ

治

茶

1長

油者司

'r~ 

2疋

建

j唆!

干ゴ

f出1:1: ノ、

68，330 700，100斤 l

411，76つil<
(1斗6チ1-入〉

13 ， 8目。~:~
(12J玄入〉
1，490:;ょ

く131't5JO匁入〕

850~自
く131'1:500匁入〉

事，-

F勺

沙

ぴ》

35，845 

15，154 

199，025 

824，268 

fニf仔1111理系采唆報交:J31-34哀， 241-246支， 264-269ftにより作成す。

本表は純総出入額にヲいてみたものである。

2 ，886:y¥ 1 
2，800斤 j

ラ08，400災

間
以

ー

η
，

f託 子 皮

巾ルイ

主主

封ハ
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明治15"F-踊井l孫総出入品表(ゐ'$41表)

米 100，82均|
; 菜殺 20，109石!
手事 前 8，410俄

悲 18ラ，78U友

時立 燭
茶

生糸
f1.l， iJ;ii 

日同 線

身欠ff:\~

鯨 r']子

鯨~i'1

ノ、

" 

4，785-l'ui 

300，000斤|
200，j;1悶

2ラ，000ま白¥

22，5001;:ι 
2，220本 l

23，00J1't 

ヲ，20011

ラ，00011

1O， 180ft 

4，500挺

257 >í~ 

8484ミ

日i 事主 入 子千ミ

6うラ，68円2 
円 円:

9，120石} 62，300 十 91，709石 十ラ93，3ぅ2
171，1ラ2， ラ81 4，721 + 19，528.:0 十 166，431
う4，982 十 8，410#$，十 54，982
76，844 十185，781 )j~i 十 76 ， 844

37，272， 十 4，78ラキtI 十 37ラ，272 
75，000 一十300 ， 000斤;十 ~5 ， 000:
73，000 十 200制， + 73，000; 
50，000 ヲ 11，002 ワ |十 38，998

592，986* 1 ，Q() rw:: -592 ， 686 !l~ 1 
3，82ラ 29，256は 190，076， -';;;756rt r -186，251 

6，800 24，31O/jド 93yllpi|-22，oヲO本-86，315: 
12，035A，-) ()Q，，! - 12，03ラメド 1

6，69333379212J171，080 -io，792iT J1-64，480j | 

ラ20本 o 0.cC' - 520.1ぇ 1，
ラ76 5，I6On; 3，266 1，96)U-f 2，690 

1，200 ~，ω来 )98d-i ，042刺 2.653 1
ラ 9，9001工 4，900民 j

1214 1JOラ駄 12 -19209駄 ー
7，350把117，3m

lヲ，37011J 1 - 9 ， 1901~ 

20，215 380，3斗4

64，0)0 14，880fif， 186，400 - 10，3001:廷
- 455，866j}<， 100，420 -455，866j"" 一

1，263 6，504京
2，OJO-l'I1 
2，70011占I

1，263 

日， 097~人 91，401 ーラ，09711入
30，000ヰ[1 30，000束!
13 ，433政 j 日1，101 I3;4331主f-

10，99ヲ 6，417本 67，720 - 5，569A"-

46，093反 22，789 - 46，093JJt 
2，0531又 7，913 2，0531又

931反 5，600 - 9311文

36，302 

iifH考 「明治十五年総m系統計会J66-67了iこ上り作成ナ。
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右
表
に
よ
れ
ば
最
大
の
輸
出
品
は
米
で
も
全
純
輸
出
一
期
の
二
九
%
弱
含
占
め
ゐ
」
こ
れ
に
袋
詰
こ
六
万
)
、
稀
泊
三
二
万
可

(
七
%
可
桐
油
(
一
一
一
%
八
)
、
蝋
燭
(
コ
一
%
六
)
、
石
友
(
三
万
〉
等
で
あ
つ
に
。
輸
入
口
問
に
お
い
て
は
、
鯨
製
品
、
躍
的
、

昆
布
等
の
北
海
道
水
際
物
が
最
大
の
も
の
で
も
そ
の
轍
入
額
は
全
艦
の
問
八
月
kq
占
め
て
お
る
。

一
%
〉
、
身
欠
鯨
(
九
%
六
〉
‘
鯨
白
子
(
六
%
七
)
等
が
主
要
な
ち
の
で
あ
っ

ノ
子
、

中
で
も
腕
腕
(
一
六
%
〉
、

こ
れ
に
つ
ぐ
の
は
砂
糖
(
八
%
)
、

r¥ 

(
六
%
八

Y

銭
類
(
六
%
一
一
一
)
、
生
蹴
(
問
先
一
二
)
等
で
あ
つ
に
。

+
引
に
「
明
治
十
五
年
一
臓
弁
燃
統
計
者
」
に
よ
り
お
一
二
港
の
輸
出
入
口
問
診
敦
賀
合
算
す
る
と
第
問
一
去
の
如
く
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て

要
輸
出
入
口
聞
は
「
釆
賢
報
文
」
に
よ
る
明
治
十
一
年
の
場
合
と
大
差
な
か
っ
に
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
仁
ピ
、
十
五
年
に
な
ゐ
と
も
前
記
し

に
主
要
輸
出
入
口
聞
の
外
に
輪
出
に
あ
っ
て
は
茶
・
生
糸
・
品
川
類
な
ど
が
、
輸
入
に
お
い
て
は

E

料
e

央
械
類
・
石
油
な
ど
が
相
首
多
量

出
入
さ
れ
て
お
る
。

最
後
に
米
の
輪
出
高
が
生
漆
高
に
封
し
ど
の
程
度
の
割
合
身
内
め
て
い
に
か
々
明
治
十
五
年
に
つ
い
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
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分
比

月
間
八
、

O
三
一
五
日

一
O
C、
八
一
…
九
石

:h 

Wi 
羊予

J 

「
明
治
十
五
平
一
誠
汗
係
統
計
浅

一
一
九
、

f
六
六
了
ぺ
よ
る
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i
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直

鳥

取

鰐、

鳥
取
燃
は
明
治
十
五
年
よ
り
蹄
と
し
て
濁
立
し
、
そ
れ
以
前
は
島
拠
鯨
に
川
崎
し
て
い
た
が
、

ヒ
こ
こ
で
は
濁
立
の
燃
と
し
て
取
扱

終
済
問
学
研
究
二



明
治
十
年
代
り
山
口
同
貿
易
け

つ
こ
と
に
す
る
。

「
ニ
府
四
将
来
究
報
介
入
」
に
は
白
川

取
嬬
と
し
て
は
明
治
十
一
年
境
港
の

輸
出
入
額
の
み
が
一
不
さ
れ
て
お
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
輸
出
額
九
一
九
、
五

六

O
凶、

輸
入
額
四
五
五
、
四
七
九

間
同
一
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
米
の
一
舟
轍

出
額
二
一
一
一
八
、
五

O
O
Mが
含
ま
れ

て
い
る
の
で
.
そ
れ
ぞ
控
除
す
る
と

輸
出
六
八
一
、

O
六
O
閥
、
輸
入

一
六
、
九
七
九
附
と
な
る
。

そ
の
内

諜
は
第
四
二
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

最
大
の
輸
出
品
は
鍋
類
で
そ
の
輪

出
額
二
十
八
前
向
六
千
同
一
余
、
全
検
出

額
の
四
一
一
%
ぞ
お
め
る
。
そ
の
外
で

カミ -1ま
主木
要綿
な(
t>ー

の 九
で%
あ〉
ぐコ

7こ

輸
入
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綿
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八
%
)

で
は
米
(
一
一
一

O
M
C
ぞ
筆
顕
に
、
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治
(
一
一
二
一
見
可

水
日
間
(
一
九
%
)
等
が
主
要
輸
入
品
で
あ
っ
た
。

「
鳥
取
燃
統
計
書
」
及
ひ
「
島
根
鯨
統
計
ん
寸
前
」
に
は
こ
の
積
の
調
交
必
欠
く

4μ 

「
第
四
統
計
年
鑑
」
に
は
明
治
十
六
年
の
鳥
取
鯨
の
輸
出
入
額
が
一
不
さ
れ

て
お
る
の
で
、
参
考
ま
で
に
そ
れ
ぞ
表
示
す
ゐ
と
第
間
三
友
の
ご
と
く
で
あ

e
 

る。
島

車事

本長

「
二
府
間
際
釆
覧
報
交
」
に
は
今
の
島
根
鯨
(
山
川
一
芸
・
石
見
・
隠
絞
)
に
泌

す
み
港
の
輪
出
入
に
づ
い
て
は
全
然
記
載
が
な
い
。
ま
に
島
根
郎
統
計
蓄
に
も

こ
の
践
の
調
奈
々
欠
い
て
お
る
。
大
Y

ニ
統
計
年
鑑
い
に
は
島
根
牒
の
輸

出
入
と
し
て
第
間
関
表
の
如
く
記
さ
れ
て
お
ら
。

こ
れ
に
は
後
に
鳥
取
聴
に
所
属
す
ゐ
港
ち
ふ
く
ま
れ
て
お
る
が
、

そ
れ
に
し

て
も
も
島
根
鯨
輸
出
入
の
大
略
や
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
本
研
究
は
川
町
和
二
十
六
日
汗
変
交
付
川
行
科
卒
研
究
費
に
よ
る
研
究
心
一
ぷ
で
あ
る
)

純
一
昨
円
十
研
究
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